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令和８年度全国学力・学習状況調査結果報告

文部科学省が行った、本年度の全国学力・学習状況調査の結果を報告します。

１ 調査の目的

義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学

力や学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図る

とともに、学校における児童生徒への学習指導の充実や学習状況の改善等に役立

てる。さらに、このような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイク

ルを確立する。

２ 調査実施日・実施学校数
(1) 実施日
・国語、算数・数学：令和８年４月23日（木）
・英語「読むこと」「書くこと」「聞くこと」：令和８年４月20日（月）～23

日（木）のうち１日
・英語「話すこと」：令和８年４月24日（金）～５月29日（金）のうち１日

(2) 学校数（政令指定都市、特別支援学級含む）

小学校 472 校、中学校 255 校

３ 調査内容
(1) 児童生徒：教科に関する調査（国語、算数・数学、英語（中学校のみ））、学習

状況に関する質問調査
(2) 学校：指導方法に関する取組や教育条件の整備の状況等に関する質問調査

※「４ 教科に関する調査結果の概要」以降については、別紙資料を参照

静 岡 県 教 育 委 員 会
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令和８年７月 29 日

（件名）
令和８年度全国学力・学習状況調査結果報告

（義務教育課）

１ 調査の目的
義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や学

習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図るとともに、学校
における児童生徒への学習指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。さらに、そのよ
うな取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。
２ 調査実施日・実施学校数
(1) 実施日
・国語、算数・数学：令和８年４月23日（木）
・英語「読むこと」「書くこと」「聞くこと」：令和８年４月20日（月）～23日（木）

のうち１日
・英語「話すこと」：令和８年４月24日（金）～５月29日（金）のうち１日

(2）学校数（政令指定都市、特別支援学校含む）
小学校472校、中学校255校

３ 調査内容
(1) 教科に関する調査（国語、算数・数学、英語（中学校のみ））
・身に付けておかなければ後の学年等の学習内容に影響を及ぼす内容や、実生活にお
いて不可欠であり常に活用できるようになっていることが望ましい知識・技能等

・知識・技能を実生活の様々な場面に活用する力や、様々な課題解決のための構想を
立て実践し評価・改善する力等

(2) 質問調査
ア 児童生徒に対する調査

学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面等に関する調査。本年度の主な調
査項目は以下のとおり。（質問は小学校計73項目、中学校計80項目）
・生活習慣、学習習慣、読書等
・向社会性、自己有用感・心理的安全性等
・主体的・対話的で深い学び、ICTを活用した学習状況
・学びの自己調整
・教科に関する意識、学習活動
・総合、学級活動、道徳

イ 学校に対する調査
指導方法に関する取組や人的・物的な教育条件の整備の状況等に関する調査。本

年度の主な調査項目は以下のとおり。（質問は小学校計85項目、中学校計93項目）
・学校運営、教職員の資質向上
・主体的・対話的で深い学び
・総合、学級活動、道徳
・ＩＣＴを活用した学習状況
・各教科の指導方法

４ 教科に関する調査結果の概要（政令指定都市を含む）
※表の（）内は、小数点以下を県独自に計算
(1) 小学校（教科ごとの平均正答率） （単位 ％）

区分
令和８年度

区分
令和７年度

静岡県 全 国 静岡県 全 国

国語
６０

（５９．６）
６０．９ 国語

６６
(６６.０)

６６.８

算数
５６

（５６．１）
５６．４ 算数

５７
(５７.１)

５８.０
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(2) 中学校（教科ごとの平均正答率） ※中学校英語のみＩＲＴスコア （単位 ％）

令和５年度英語 静岡県４６．８ 全国４５．６
※英語は「聞くこと」「読むこと」「話すこと」の３領域の結果が公表された。（「話
すこと」は９月以降の公表となる。）
※ＩＲＴ（項目反応理論）について
児童生徒の正答・誤答が問題の特性（難易度等）によるのか、児童生徒の学力に

よるのかを区別して分析し、児童生徒の学力スコアを推定する統計理論である。
ＩＲＴスコアは標準化された指標であり、500を基準として設定されているが、実

際の平均スコアは試験や年度によって変動することがある。

５ 調査結果の速報分析

(1) 教科に関する調査

・小学校は国語、算数ともに全国の平均正答率を下回りました（国語は1.3ポイント、

算数は0.3ポイント）。中学校は国語、数学、英語ともに全国の平均正答率（英語は

ＩＲＴスコア）を上回りました（国語は0.9ポイント、数学は1.5ポイント、英語は

14）。中学校は調査開始以来、全国の平均正答率を上回る結果となっています。今後

は、調査結果や児童生徒の解答状況を分析するとともに、公開された調査問題から

学習指導要領で育成を目指す資質・能力や望ましい授業の在り方を捉え、授業改善

や学習指導の充実に生かします。

(2）質問調査

・自己有用感に関する項目では、小学校、中学校ともに、ここ数年にわたり全国平均

を上回る傾向が見られます。日頃から児童生徒一人一人を大切にした学校づくりや

学級づくりが、その背景にあるものと考えられます。

・ＩＣＴの活用に関する項目では、全国平均を大きく上回りました。ここ数年、全国

平均を上回る状況が続いており、児童生徒質問調査と学校質問調査の双方から、Ｉ

ＣＴを活用した授業づくりが着実に進められていることが伺えます。

・主体的・対話的で深い学びに関する項目では、児童生徒質問調査において全国平均

を下回る項目が多く見られました。一方、学校質問調査では、主体的・対話的で深

い学びの実現に向けた授業改善に取り組んでいる学校が多いことが分かりました。

今後は、教員による授業改善の取組が児童生徒の学びの実感につながるよう、学習

のねらいを明確にし、児童生徒が自らの考えの変容や深まりを実感できる授業づく

りを進めていく必要があります。

・教科に関する項目では、「算数［数学］の勉強が好き」と回答した割合が昨年度より

高くなり、全国平均を上回りました。一方、「国語の勉強が好き」「国語の授業の内

容がよく分かる」と回答した割合は昨年度より低く、小学校では全国平均を下回っ

た。児童生徒が学ぶ楽しさや学ぶ意義を実感できる授業づくりを一層推進していく

必要があります。

※詳細は「令和８年度全国学力・学習状況調査速報分析」（Ｐ５～14）を参照

区分
令和８年度

区分
令和７年度

静岡県 全 国 静岡県 全 国

国語
６５

（６４．８）
６３．９ 国語

５６
(５６.３)

５４.３

数学
５８

（５８．５）
５７．０ 数学

５１
(５１.０)

４８.３

英語※ ５１３※ ４９９ 英語
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６ 今後の取組

・令和８年度静岡県全国学力・学習状況調査分析会において、学力と学習状況の関連に

ついてクロス集計等を用いた多角的な分析を行うとともに、公開された調査問題が示

す授業改善の方向性も踏まえ、授業改善方策を検討する。

・分析結果や成果・課題、今後の対応について、令和８年度第２回学力向上連絡協議会

（令和８年９月24日）において県及び市町で共有し、授業改善や教育施策の充実につ

なげる。

・分析結果や授業改善方策を基に、指導訪問や各種研修会を通して、教育事務所及び総

合教育センターの指導主事が学校及び教職員への支援を行う。
７ 参考資料（質問調査に関する調査結果の概要）
(1) 児童生徒に対する調査 主な結果 ※[]内は中学校の質問 （単位 ％）

調査

項目
質問項目

小学６年生 中学校３年生

静岡県 前回比 全国比 静岡県 前回比 全国比

８ 自分には、よいところがあると思いますか 87.0 -0.9 1.4 84.9 -2.3 0.9

９ 先生は、あなたのよいところを認めてくれている
と思いますか

92.5 -0.6 1.1 91.8 -1.7 0.9

23 学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、
１日当たりどれくらいの時間、勉強をしますか（学
習塾で勉強している時間や家庭教師の先生に教わ
っている時間、インターネットを活用して学ぶ時間
も含む）［１時間以上］

51.1 -4.8 1.2 63.0 -0.1 1.4

25 土曜日や日曜日など学校が休みの日に、１日当た
りどれくらいの時間、勉強をしますか［１時間以上］

35.5 -9.2 -3.5 52.0 -7.8 -0.5

35 ５年生まで[１、２年生のとき]に受けた授業で、Ｐ
Ｃ・タブレットなどのＩＣＴ機器を、どの程度使用
しましたか［週３回以上］

74.8 -3.6 6.0 84.5 -0.9 6.3

36
(3) あなたは自分がＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ
機器を使って情報を整理する。（図、表、グラフ、
思考ツールなどを使ってまとめる）ことができ
ると思いますか

71.6 1.6 2.1 72.1 6.7 2.7

(4) あなたは自分がＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ
機器を使って学校のプレゼンテーション（発表
のスライド）を作成することができると思いま
すか

78.2 -1.4 3.6 84.3 2.2 4.3

38 ５年生まで［１、２年生のとき］に受けた授業で、
自分の考えを発表する機会では、自分の考えがうま
く伝わるよう、資料や文章、話の組み立てなどを工
夫して発表していましたか

60.9 -1.0 -5.5 58.7 3.3 -6.8

39 ５年生まで［１、２年生のとき］に受けた授業では、
課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組
んでいましたか

78.7 -1.5 1.1 80.5 1.8 1.7

43 学習した内容について、分かった点や、よく分から
なかった点を見直し、次の学習につなげることがで
きていますか

77.9 -0.7 -0.5 78.7 6.2 -0.3

53 国語の勉強は好きですか 55.9 -0.7 -1.5 57.5 -2.0 0.3

54 国語の授業の内容はよく分かりますか 80.1 -1.3 -1.4 76.7 -2.0 -0.1

61 算数[数学]の勉強は好きですか 59.7 0.2 2.1 58.6 1.8 2.5

62 算数[数学]の授業の内容はよくわかりますか 77.7 -0.4 0.2 72.9 3.9 -1.3
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(2) 学校に対する調査 主な結果 ※[]内は中学校の質問 （単位 ％）

調査

項目
質問項目

小学校 中学校

静岡県 前回比 全国比 静岡県 前回比 全国比

17 児童[生徒]の姿や地域の現状等に関する調査や各
種データなどに基づき、教育課程を編成し、実施し、
評価して改善を図る一連のＰＤＣＡサイクルを確立
していますか

99.4 0.5 2.1 97.5 -1.3 1.6

18 指導計画の作成に当たっては、教育内容と、教育活
動に必要な人的・物的資源等を、地域等の外部の資
源を含めて活用しながら効果的に組み合わせていま
すか

99.1 1.4 1.3 96.3 1.4 2.6

76[84]前年度までに、近隣等の中学校[小学校]と、教
科の教育課程の接続や、教科に関する共通の目標設
定等、教育課程に関する共通の取組をどの程度行い
ましたか

74.1 2.4 7.1 77.7 1.8 5.7

79[87]コミュニティ・スクールや地域学校協働活動等
の取組によって、学校と地域や保護者の相互理解が
深まりましたか

95.8 -0.6 6.7 91.4 -3.1 7.0

26 調査対象学年の児童[生徒]は、授業では、課題の解
決に向けて、自分で考え、自分から取り組むことが
できていると思いますか

87.5 -1.6 -0.6 87.3 -2.2 0.1

27 調査対象学年の児童[生徒]は、授業において、自分
の考えがうまく伝わるよう、資料や文章、話の組立
てなどを工夫して、発言や発表を行うことができて
いると思いますか

74.3 -3.9 -4.6 79.8 -4.3 -1.6

29 調査対象学年の児童[生徒]は、授業や学校生活で
は、友達や周りの人の考えを大切にして、お互いに
協力しながら課題の解決に取り組めていると思いま
すか

93.2 -2.2 ±0.0 95.4 -1.9 0.5

30 調査対象学年の児童[生徒]は、授業では、自分で学
ぶ内容を決め、計画を立てて学ぶ活動を行っている
と思いますか

67.1 -1.0 2.7 51.9 -2.5 -4.8

32 調査対象学年の児童［生徒］に対して、前年度まで
に、学習指導において、児童［生徒］が、それぞれの
よさを生かしながら、他者と情報交換して話し合っ
たり、異なる視点から考えたり、協力し合ったりで
きるように学習課題や活動を工夫しましたか

95.8 0.4 0.6 95.9 1.0 1.3

60[68]調査対象学年の児童[生徒]に対して、前年度ま
でに、児童[生徒]一人一人に配備された PC・タブレ
ットなどの ICT 機器を、授業でどの程度活用しまし
たか［週３回以上］

96.7 -0.8 1.3 96.7 -1.8 3.1

81[89] 調査対象学年の児童［生徒］に対して、前年度
までに家庭学習の取組として、学校では、児童［生
徒］に家庭での学習方法等を具体例を挙げながら教
えましたか

98.9 2.2 2.3 94.7 2.5 3.5

82[90] 調査対象学年の児童［生徒］に対して、前年度
までに、家庭学習について、児童[生徒]が自分で学
ぶ内容や学び方を決めるなど、工夫して取り組める
ような活動を行いましたか

93.0 2.0 1.9 85.2 0.8 0.2
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「令和８年度全国学力・学習状況調査結果速報分析」

教科に関する調査の結果

※「学習指導要領の領域」については、一つの問題が複数の区分に該当する場合があるた

め、各区分の問題数を合計した数は「全体」の問題数とは一致しないところがある。
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各教科の成果と課題

【国語】

＜学習指導要領の内容の平均正答率の状況（全国との差）＞

【小学校】全 13 問 【中学校】全 15 問

◆課題となる問題

問題番号
[領域等]

正答率（％）
問題の概要 出題の趣旨

静岡県 全国

小

学

校

２二

[２]
47.0 48.9

【花山さんの文章の一部】の下線部①

に続く文として適切なものを選択す

る

考えとそれを支える理由や事例など

情報と情報との関係について理解す

ることができるかどうかをみる

２三イ

[１]
40.6 45.2

【花山さんの文章の一部】の下線部イ

を、漢字を使って書き直す（ふしぎ）

学年別漢字配当表に示されている漢

字を文の中で正しく使うことができ

るかどうかをみる

３三(1)

[Ｃ]
53.4 55.5

【話し合いの様子の一部】の空欄に入

る内容として適切なものを選択する

目的に応じて、必要な情報を見付け

ることができるかどうかをみる

中

学

校

４二

[１]
36.4 35.2

国語辞典を参考にして、「ほうふつと

させる」と同じような内容を表す別の

表現を文章中から抜き出す

語句の辞書的な意味を踏まえ、文脈

上の意味を捉えることができるかど

うかをみる

４四

[Ｃ]
40.3 38.9

二つの例文を比べながら、擬態語「き

っぱり」が表している具体的な様子と

擬態語の効果を書く

文章を読んで理解したことに基づい

て、自分の考えを確かなものにする

ことができるかどうかをみる

○小学校では、学習指導要領の内容のうち、「書くこと」の区分においては、全国の平均正答率を上

回ったが、それ以外の区分においては、全国の平均正答率を下回っている。

○中学校では、「読むこと」の区分以外において全国の平均正答率を上回っており、分析をもとに目

指す資質・能力の育成を今後も継続的に行っていきたい。

○小学校では、「読むこと」において、目的に応じて、必要な情報を見付けることに課題がある。必

要な情報を見付けるためには、目的に応じて情報を取捨選択したり、整理したり、再構成したりす

ることが必要になる。

○中学校では、「読むこと」において、文章を読んで理解したことに基づいて、自分の考えを確かな

ものにすることに課題がある。「考えの形成」においては、「構造と内容の把握」や「精査・解釈」

の学習過程を通して理解したことについて、自分の体験や既有の知識または理解した内容と結び付

けるなどして、改めて自分が文章をどのように捉えたのかを振り返ることが大切である。
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特に課題が見られた問題

【小学校国語】

問題番号 ３三(1) ３
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【中学校国語】

問題番号 ４四 ４
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【算数・数学】

＜学習指導要領の内容の平均正答率の状況（全国との差）＞

【小学校】全 16 問 【中学校】全 16 問

◆課題となる問題

問題番号

[領域等]
正答率（％）

問題の概要 出題の趣旨
静岡県 全 国

小

学

校

２

（３）

[Ｃ]

38.8 36.1

ペンギンがいる二つの広場の混み

具合を求める式の意味について、正

しいものを選ぶ

単位量当たりの大きさを求める除法の

式の意味を理解し、その商から二つの

広場のどちらの方が混んでいるのかに

ついて判断できるかどうかをみる

２

（４）

[Ａ・Ｃ]

31.2 34.2

赤いテープの長さが、白いテープの

長さの１．５倍になっている図を二

つ選ぶ

基準量、比較量、割合の関係が正しく

表されている図を選ぶことができるか

どうかをみる

４

（３）

[Ｄ]

16.7 17.9

二次元の表から、前半にあやとりに

参加する人数と、前半はかるたに参

加し、後半はあやとりに参加する人

数を書く

二次元の表から、条件に合う数を読み

取ることができるかどうかをみる

中

学

校

７

（２）

[Ｃ]

34.4 33.9

データ量が１０００ＭＢになると

きの動画の時間がおよそ何秒にな

るかを求める方法を説明する

数学的に表現したことを事象に即して

解釈し、問題解決の方法を数学的に説

明することができるかどうかをみる

○小学校算数では、全ての区分において、全国の平均正答率を下回った。

○中学校数学では、「Ｃ関数」の区分以外において全国の平均正答率を上回っており、分析をもとに

目指す資質・能力の育成を今後も継続的に行っていきたい。

○小学校では、「Ｄデータの活用」の領域において、データを二つの観点から分類整理することに課

題がある。日常生活の事象において、目的に応じて必要なデータを収集し、表やグラフに表し、

それらを用いて問題を解決したり、データが示す意味を正確に読み取り、特徴を捉えたりするこ

とが重要である。

○中学校では、「Ｃ関数」の領域において、数学的に表現したことを事象に即して解釈し、問題解決

の方法を数学的に説明することに課題がある。日常生活や社会の事象を考察する場面では、事象

を理想化したり、単純化したりすることによって、ともなって変わる二つの数量の関係を既習の

関数とみなし、問題解決を図ることがある。その際、解決までの道筋を理論的に考察し、式や表、

グラフ等を用いて数学的に説明することが大切である。
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特に課題が見られた問題

【小学校算数】

問題番号 ４（３）

４

【中学校数学】

問題番号 ７（２）
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【英語】「聞くこと」「読むこと」「書くこと」の３領域のみ

＜学習指導要領の内容の平均正答率の状況（全国との差）＞

【中学校】全 16 問（公開問題のみ）

◆課題となる問題

問題番号

[領域等]

正答率（％）
問題の概要 出題の趣旨

静岡県 全 国

中

学

校

10

（２）

［５]

30.7 27.8

インターネットの使用に関して読

んだことについて、考えとその理由

を書く

社会的な話題について、短い文章を読

み、要点を捉え、考えとその理由を書

くことができるかどうかをみる

14

[５]
24.4 29.9

学校で普段行うことを 1 つ取り上

げ、それについての説明を書く

日常的な話題について、事実や自分の

考え、気持ちなどを整理し、まとまり

のある文章を書くことができるかどう

かをみる

○中学校英語では、全ての領域で全国の平均正答率を上回っており、分析をもとに目指す資質・能

力の育成を今後も継続的に行っていきたい。

○中学校英語では、日常的な話題について、事実や自分の考え、気持ちなどを整理し、まとまりの

ある文章を書くことに課題が見られた。「導入－本論－結論」や「主張－根拠・具体例－主張の言

い換えや要約」などの文章構成の特徴を意識し、全体として一貫性のある文章を書くことが重要

である。また、出来事や事実を描写したり、考えや感想を述べたりする際には、読み手により分

かりやすく伝わるよう、自分が伝えたい内容に最も適した表現を工夫して書くことも必要である。
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特に課題が見られた問題

【中学校英語】

問題番号 14


